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論 文 内 容 の 要 旨
　加山氏の論文は、「地域福祉におけるソーシャル・エクスクルージョンに関する研究―沖縄からの移住者
のコミュニティへの文化的排除をめぐって―」であり、サブタイトルにあるように、関西にある大都市に存
在する沖縄のコミュニティを対象地域に選んで論じたものである。この論文には最近の地域福祉研究におい
て、政策や方法論の検証が盛んに取り組まれる一方、社会問題の本質的な課題に向かい合うという視点が薄
れてきているという加山氏の問題意識がある。地域や地域住民の福祉には生活やその課題に複雑な要因が混
在している。こうした問題に光をあてることのできる視点が論文のタイトルにもあるソーシャル・エクスク
ルージョン（社会的排除）であると提起する。
　本論文で加山氏は従来の福祉政策・制度では把捉できない、そして地域福祉の要である住民主体の活動、
援助職にある者の間接的援助が届かない排除の事例として、「ディアスポラ（離散者）」となって沖縄から本
土へ移住した人びとのコミュニティに着目する。そこでソーシャル・エクスクルージョンにおいて、「文化
的側面」を中心にした問題にアプローチし、そこに周囲（ホスト社会）との間に不均衡な関係があることを
指摘している。
　本論文では、ソーシャル・エクスクルージョンには「経済的側面」「政治的側面」とともに、とりわけ「文
化的側面」を重視し、沖縄人の集住地区をもつ関西の大都市A市 B区を事例として現状分析と実践課題の
導出を試みている。このようなディアスポラは被抑圧・排除下に置かれやすいことはいうまでもない。さら
にこの状況は、社会学的には「ポストコロニアリズム」という概念で一般的に説明される。こうした複雑な
問題解決に向けて、社会福祉学が他のディシプリンと決定的に異なるのは、マジョリティとマイノリティの
間に第三者的立場による援助介入の可能性を模索できるところであろう。本論文ではこの課題を題材に、今
日の地域福祉で未確立といえるこのテーマを設定し、課題へのアプローチへの端緒を切り拓いていこうとす
る。研究のキーワードの一つ「文化的排除」にはかかる意味が包含されており、さらにこの研究は認識フレー
ムの構築や援助方法の開発を目指したものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　本稿は序章、第Ⅰ部（理論編：第１章～第３章）、第Ⅱ部（事例編：第４章～第７章、補論）、終章、そし
て「資料」と「参考文献」から構成されている。各章の概要は以下のとおりであり、その内容について簡単
に述べておく。
　序章では、沖縄人をめぐる文化的排除を概説し、ディアスポラを研究対象とすることの今日的な必要性に
－2－
ついて論じ、問題の所在を確認している。また、研究対象に関する概念を規定するとともに、研究方法や論
文の構成を説明している。さらにこの研究において関連領域を含めて、先行研究を整理し、この課題に対し
ていかなる研究へのアプローチをしていくかを提起している。
　第Ⅰ部は「文化的排除に対するアプローチの理論」と題し、３つの章から構成されている。
　第１章では、今日の社会的孤立・排除の深刻化をふまえ、地域の課題として普遍的問題よりも個別的問題
を重視すべきこと、そしてソーシャル・インクルージョンやローカル・ガバナンス（参加と決定）の推進が
地域福祉にとって当為であることを確認する。また、地域において文化的多様性の拡がりに対して対応が不
十分であることをふまえ、地域福祉の既存資源やサービス供給システムから問題設定することの限界性を克
服するため、問題分析型の研究アプローチを提起している。
　第２章では、ソーシャル・エクスクルージョンに関する従来の研究を参照しながら、文化的排除を定義し
ている。そしてソーシャル・インクルージョン、グローバリゼーションなどの概念が内在しうる弱者への排
除性を検討し、これらを無批判に標榜すること自体、リスクを伴うものであると指摘している。
　第３章では、日本における文化的多様性の進行をふまえた社会福祉援助のあり方について検討している。
そして日本における国際化・多文化化の現状を踏まえて、多文化主義に依拠した援助（直接的・間接的なソー
シャルワーク）の枠組みの提示と、それに対応する３つの事例を考察している。
　第Ⅱ部は「A市B区における沖縄人コミュニティの形成と排除」と題し、沖縄人が移民となり、コミュニティ
を形成する経過について概ね時系列に説明し、４つの章と補論から構成されている。第４章と第５章は一世、
第６章と第７章は二世以降が主に論じられている。
　第４章では、移民送出の主因である沖縄の経済的窮状を概説し、工場労働者たちを冷遇した「沖縄的労働
市場」（冨山一郎）の形成、「抵抗の寄る辺」とした思想的基盤（社会主義思想）の確立とそれに基づく同郷
人結合のあらまし、さらには自ら同化を志向して沖縄人としてのアイデンティティを自己否定し、ホスト社
会に適応しようとした様子を説明している。
　第５章では、ブラジルやハワイなど国外への渡航、そしてコミュニティ形成と国内のそれをマクロ・メゾ
視点で説明するとともに、大阪での苦難に満ちた就労や生活の状況を、当事者による聞き取りや手記などの
歴史的資料をもとにミクロ視点で紐解きながら論じている。
　第６章では、高度成長期までの二世たちの労働環境や彼らが新たなコミュニティ活動を開始するにいたっ
た経緯を概説している。また、今日彼らが抱える地域生活上の問題が、ポストコロニアル状況下でどのよう
に生成されているかを考察している。
　第７章では、加山氏が行った質的調査に基づく考察である。今日の B区における問題性について、地域
福祉計画策定というガバナンス装置を通して指摘する。分析結果として、マイノリティ側、マジョリティ側
双方がもつソーシャル・インクルージョンの13要因（推進要因・阻害要因）を抽出している。そして上述し
た調査結果から、ローカル・ガバナンスの好ましい実態がみられなかったことをふまえ、補論を設けている。
　補論では、近年活発になっている「琉球の自治」論を切り口に、自治に向けた沖縄の取り組みや B区の
沖縄人コミュニティによる当事者運動を考察し、主体の多元化や地域福祉計画のような分権システムとの交
点を探求することを目的としている。
　終章では、第Ⅰ部において提示された理論枠組みを B区の事例に適用し、どのような援助が必要かを検
討するとともに、求められるディアスポラへの認識フレームについて、歴史性と相対性の観点から提起して
いる。そして常に「当事者の立場」という原点に帰るべきであると指摘している。
　ちなみに、論文末に「資料」として、Ａ市Ｂ区でのフィールドワークでの報告「調査・分析の方法」と詳
細な「参考文献」が付されている。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　この論文の意図するところは、地域社会に生起する様々な社会福祉問題に対して、政策や支援がどうして
も届かない領域が存在するという課題にアプローチしたものである。それはとりもなおさず、法や行政によっ
て包摂されていない疎外されている対象である。これをある大都市の沖縄のコミュニティを事例として考察
したものである。ここから地域福祉の課題として如何に対象化し、解決の方向に向けていくかが問われなけ
ればならない。それへの展望をソーシャル・エクスクルージョンの視点から、主に社会学等で使用されるディ
アスポラやポストコロニアリズムといった概念を使用し論究したものである。したがって社会福祉の今日的
な問題にも通底する重要な課題へのアプローチであり、文化的視座、そして歴史的な分析を織り込みながら、
実証的に論究し論文として仕上げている。
　本論文は２部構成とし、説得力ある論旨でもって展開しており、今後の地域福祉の展望を切り拓いていく
重要な研究であると評価できる。以下、もう少し具体的に述べておこう。
　第１として、この研究は加山氏が専門とする地域福祉について、その本質的な問題領域に目を向け、現状
への批判を通して、提起した課題に意欲的に取り組み、一定の結論を導き出していることである。それは社
会福祉学における谷間の課題、実際の制度や政策から抜け落ちていく課題に対して、如何なる対応をしてい
くのか、という問題に通底するものである。ソーシャル・インクルージョンにおいてそれは完全性を伴うも
のでないし、ひいてはソーシャル・エクスルージョンにつながっていく危険性を孕んでいる。これは地域福
祉のみならず社会福祉学の課題ともいえるだろう。そうした視点を視野に入れた論文と評価できる。
　第２として、この論文で取り上げた沖縄からの移住者のコミュニティが保持する課題は歴史的視点と文化
的視点を研究方法にしていかないと把握できないという研究方法は大切である。とりわけ地域に暮らす人々
やその状況、そして対象とする沖縄の人のことを考えていくとき、その視点はきわめて重要である。そして
研究方法としてディアスポラやポストコロニアリズムの理論を社会福祉学に援用しながら、論究していく研
究方法は地域福祉研究において新しい展望を切り拓いていると評価できる。
　第３として、加山氏は地域福祉を専門とする研究者として長い経験もあり、調査をとおして現状も客観的
に把握している。また先行研究を非常に丁寧にレヴューし、研究水準を高めている叙述であり、関連文献に
もよくあたっている。そして本論文の多くはレフリー付の研究論文から構成され、その研究水準は担保され
ており、博士論文としての水準に達していると判断できる。
　最後に今後の加山氏の研究課題をふくめて、この論文に対する若干の課題を記しておく。
　第１に、地域福祉の現状における課題に関して挑戦していくという加山氏の問題意識に優れたものを見出
すことができ、それに対して果敢に取り組んだところは評価できるが、その取り組みと裏腹に、終章部分の
ものたりなさが気になるところである。もちろんこれには大きな課題、本質的な面に対する取り組みから、
今は問題提起の域を大きく抜け出すことが出来ないかもしれないが、今後の課題としてほしい。それはひと
えに加山氏のこれからの地域福祉や社会福祉学への真摯な学問的取組みに依拠している。
　第２に、論文で使用されている用語の問題、その研究水準への細やかな配慮がもう少しあってもいいと思
われる。たとえばポストコロニアリズムにおける定義の問題、あるいはローカル・ガバナンスに対する定義
と研究状況の把握である。外国の言葉を使用する際、その言葉と日本の現状との齟齬が生じる場合や歴史的
な推移において変化している場合が往々に生起する。こうした細かな配慮が必要であることはいうまでもな
い。今後の加山氏の研究の深化に期待したい。
　以上、この論文は上記の課題を内包しているとはいえ、ある地域を題材にして地域福祉の原点に立ち返り
ながら、顕在化している課題に向けて論究し、本論文には有益な成果が示されていると判断できる。論述内
容においても、社会学や歴史的視点を加味しながら水準の高い論文に完成させている。また、この研究はあ
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る地域の課題の研究のみならず、地域福祉研究、そして社会福祉の原理論的研究においても重要な提言をし
ていると評価できる。以上から加山氏の本論文は博士（人間福祉）の学位に相当する論文であると判断し、
ここに報告するものである。
